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火山 ★★★

(1)によって，(2)や (3)をふき上げる山を
火山といいます。火山には，現

げん

在
ざい

もふん火を続
つづ

けているものや，ふん火した記
き

録
ろく

がなくても，
山のつくりから火山だと判

はん

断
だん

できるものがあり
ます。
過
か

去
こ

1万年以
い

内
ない

にふん火したことがわかっ
ている火山や現

げん

在
ざい

活
かつ

動
どう

している火山を (4)と
いいます。

火山のつくり

地
ち

球
きゅう

内
ない

部
ぶ

のマントルの上
じょう

部
ぶ

では，ところど
ころに岩石が高

こう

温
おん

となってとけた (5)があり
ます。マグマが地

ち

表
ひょう

近くまでのぼってくると，
(6)ができます。

マグマにふくまれているガスの圧
あつ

力
りょく

が高くなると，マグマが岩石のすき間か
らふきでたり，まわりの岩石をふきとばしたりして (7)が起

お

こります。マグマ
の出口を (8)といいます。

火山がふん火した時に出てくるものを，(9)といい，次
つぎ

のようなものがありま
す。
・(10)：火口から流

なが

れ出たマグマや，マグマが冷
ひ

え固
かた

まったものです。
・ (11)：火山から出る気体です。大

だい

部
ぶ

分
ぶん

は水蒸気で，二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

や二酸化いお
うなどがふくまれます。
・ 火山さいせつ物

ぶつ

：火口からふき飛
と

ばされたよう岩の破
は

片
へん

などです。大きさや形
によって分けられ，(12)，火山れき，火

か

山
ざん

弾
だん

などがあります。火山灰は非
ひ

常
じょう

に細かいため，風に乗
の

って広
こう

はん囲
い

にたい積
せき

して (13)を作ることがあります。

岩石がどろどろにとけたものがマグマで，マグマが地上に出てくると，とけた状
じょう

態
たい

のも
のも，冷えて固まったものもよう岩とよぶのである。まぎらわしいので注

ちゅう

意
い

が必
ひつ

要
よう

なのだ。

マグマの成分と火山

マグマのおもな成
せい

分
ぶん

は (14)です。二酸化ケイ素の割
わり

合
あい

が多いほど，マグマの
(15)，(16)なり，冷えて固まったときには (17)なります。マグマのねばりけ
は，ふん火の仕

し

方
かた

や火山の形に大きくえいきょうします。

火山ふん出物
しゅつぶつ

火口

マグマだまり

火山の近くには，温
おん

泉
せん

が多くあります。これは，地下のマグマの熱
ねつ

によって地下水が熱
ねっ

せられ，地上
に出てきたものです。
また，マグマによって熱せられた水や水

すい

蒸
じょう

気
き

は，地
ち

熱
ねつ

発
はつ

電
でん

にも利
り

用
よう

されています。

+プラスワン+プラスワン

火山ふん出物

マグマのねばりけ 強い 弱い

火山の形

おわんをふせた
ような形

円すい形 平
ひら

たい形

ふん火のようす ばく発
はつ

的
てき

なふん火 おだやかなふん火

冷えたよう岩の色 白っぽい 黒っぽい

例
れい 有

う

珠
す

山
ざん

（昭
しょう

和
わ

新
しん

山
ざん

）

雲
うん

仙
ぜん

岳
だけ

（普
ふ

賢
げん

岳
だけ

）

富
ふ

士
じ

山
さん

桜
さくら

島
じま

マウナロア

（ハワイ）

マグマの成分と火山

火山のふん火
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日本には多くの火山があります。

日本の火山

伊豆・
小笠原諸島

い ず

お がさわらしょとう

十勝岳
と かちだけ

北海道駒ケ岳
ほっかいどうこま がたけ

樽前山
たるまえさん

浅間山
あさ ま やま

さつ ま い おうじま

薩摩硫黄島
す わ の せ じま

諏訪之瀬島

伊豆鳥島
い ず とりしま

阿蘇山
あ そ さん

きりしまやま

霧島山

北海道

南西諸島

(18)

(21)

(22)

(23)

(19)

(20)

(27)が冷
ひ

え固
かた

まってできた岩石を火成岩といいます。火成岩は流
なが

れる水のは
たらきを受

う

けていないので，岩石をつくるつぶは (28)。
火成岩は，マグマの冷え固まり方によって，(29)と (30)の 2つに分けられ

ます。また，もとになったマグマの性
せい

質
しつ

によっても種
しゅ

類
るい

が分けられています。
火成岩をつくるつぶを鉱

こう

物
ぶつ

といい，無
む

色
しょく

鉱物の (31)，チョウ石や，有
ゆう

色
しょく

鉱
物（色のこいもの）のクロウンモ，カクセン石，キ石，カンラン石などがあります。

深成岩

深成岩は，マグマが (32)できた岩石です。(33)をしてい
ます。
ねばりけが強いマグマ ねばりけ

が弱いマグマ

　　　　　　白っぽい 黒っぽい

結晶

火
か

成
せい

岩
がん

★★☆
日本のおもな火山

特
とく

に活
かっ

発
ぱつ

に活動しているのは次のような火山です。
・有珠山（昭和新山）：畑

はたけ

がとつぜん盛
も

り上がってできた火山です。
・ (24)：1991年に大きなばく発をし，火さい流などのひ害

がい

が出ました。
・ (25)：日本一高い山です。江

え

戸
ど

時
じ

代
だい

にも大ふん火をしました。(26)には富士
山の火山灰もふくまれています。
・ 桜島：昔

むかし

は島
しま

でしたが，ばく発をくり返
かえ

し，現在では大
おお

隅
すみ

半
はん

島
とう

（鹿
か

児
ご

島
しま

県
けん

）
につながっています。
・伊豆大島（三原山）：島全

ぜん

体
たい

が火山で，たびたびふん火をくり返
かえ

しています。
・ 三宅島（雄山）：2000年にふん火し，有

ゆう

毒
どく

な火山ガス（二酸化いおう）が大
たい

量
りょう

にふん出
しゅつ

しました。

ふん火によって地
ち

表
ひょう

に流れ出たり，地表近くまでのぼって
きたりして (37)できた岩石です。(38)をしています。

ねばりけが強いマグマ ねばりけが弱いマグマ

　　　　　　白っぽい 黒っぽい

火山岩
石基

はん晶

(34) (35) (36)

(39) (40) (41)

（注意）　本ドリルでは入試問題を掲載しておりません。


